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最上地域の多くの人々は、古くから深山の恵として「山ぶどう」を風味

が良く、滋養強壮や疲労回復に大変良いとして愛飲してきました。

現在栽培が盛んになっている「山ぶどう」を、地域の皆さんに知ってい

ただくとともに、その産業化を図る目的で10月24日に収穫祭を開催しま

した。メインであるお菓子コンテストでは、いずれも、「山ぶどう」の特徴

ある酸味、鮮やかな色をお菓子の中で表現した秀作ぞろいでした。最

優秀に輝いたお菓子は、酒田調理師専門学校で学んでいる最上地域

出身の生徒たちが作った「山ぶどうdeタルト☆」でした。今後、更に「山

ぶどう」をはじめとした最上の食材を様々なところで利活用していただく

ことが期待されます。 産業経済企画課 0233-29-1360

「最上元氣鍋」が１０月１０日（土）～１１日（日）、最上広域交流センター「ゆめりあ」を会場に開催された

「もがみ大産業まつり」で華々しくデビューしました。この鍋は、最上総合支庁が昨年度まで実施してきた

「最上エコポリス実践塾」の卒塾生が中心となり設立した「最上の元氣研究所」によって開発されました。

 今回の「最上元氣鍋」は、新庄市の泉田いものこ、金山町の豚肉 、最上町のアスパラ、舟形町のマッ

地域支援課  0233-29-1236

～もがみの秋の味覚を堪能 ～
最上地域の”うまいもの”が鍋の中で１つに！

深山の恵み「山ぶどう」の産業化を目指して

最優秀賞に輝いた「山ぶどうdeタルト☆」

シュルーム、真室川町のもがみねぎ、大蔵村

のトマト、鮭川村のきのこ、戸沢村のパプリカ

などの各地の農産物を１つの鍋で融合させ、

元気という旨みを醸し出した創作鍋であり、最

上の新たな名物・話題づくりをコンセプトに開

発されたものです。

「最上鍋」うま～い！「うめすべ！」

～「山形県災害時医療救護訓練」が実施されました～

１０月３１日（土）、新庄市東山運動公園と県立新庄病院を会場に、多重衝突事故により３０数名の死傷

者が発生したとの想定で、山形県災害時医療救護訓練が実施されました。

訓練では、事故車両からの救助、災害派遣医療チーム（DMAT）・消防本部による医療救護所の設置と

現場でのトリアージ（※）、県立新庄病院への救急搬送が行われました。

県では、今回の訓練を契機に、関係機関相互の連携を一層深め、災害対応能力の向上と防災体制の

強化を図ってまいります。
※トリアージ ： 多数の傷病者について、その緊急度・重症度の選別を行い、治療の優先順位を決めること。

「元気いただきました」

元気なかけ声に会場は包まれました！

総務課  0233-29-1210

医療救護活動の”迅速化”に向けて！



≪第１回≫

【日時】平成２１年１１月１０日（火） １４:００～１６:００

【会場】川の駅 ヤナ茶屋もがみ（最上町大字志茂 Ｒ４７沿い）

【内容】（１）「最上産そば」を使った料理・菓子等の試作品の試食

     （２）講師によるメニュー開発のヒント

【講師】「割烹とりや」店主 早坂 稔 氏（新庄市）

「最上産そば」を使った新しいメニューの開発や食品関係の営業許可手続き等を学び、そばを貴重な

地域資源として活用できる人材を育成します。参加費は無料です。

１０月１８日（日）に金山町朴山地区において、老若男女６０人の

参加を得て、「元気な地域づくりワークショップ」を開催しました。

「地域のお宝（地域資源）探し」では、住み慣れている土地であっ

ても新たな発見が数多くありました。班ごとに作成した資源マップ

の発表会では、気持ちのこもった発表により「お宝」への理解が深

まり、地域の一体感を強めることができました。ワイワイガヤガヤ

の楽しさの中にも、皆さん一生懸命に取り組みました。次回は地域

を元気にするアイデアをみんなで考えることとしています。

最上総合支庁では、住民の皆さんが主体となった地域づくり活動を促進することを目的として「もがみの

地域活性化支援事業」を実施しています。今年度第２回目として、身近な地域課題に取組む活動を募集

し、次の５団体への支援が決定しました。 地域支援課 0233-29-1242

１０月２１(水)と２２日(木)の２日間にわたり、最上地域を会場に東北地域

「夏秋いちご」現地推進会議が開催されました。東北農業研究センター及

び東北各県の試験場担当者２７名が一堂に会し、東北地域の「夏秋いち

ご」産地化に向けて実施している試験の検討会や現地視察（産地研究室

および鮭川村の栽培農家）を行いました。特に、鮭川村では、新品種「サ

マーティアラ」の栽培状況と技術移転が着実に進み、農家が意欲的に取

り組んでいることに参加者の関心が集まりました。

■参加者 現在求職中の方、スキルアップを目指す方等（定員３０名）

     ※全2回の参加が望ましいですが、困難な場合は単発でも受講可能。

■申込締切 平成２１年１１月 ２日（月） 電話又はＦＡＸ、郵送で。

     ※第2回目だけ参加を希望する場合は、平成22年1月25日（月）まで。

          ※第1回目に試作品の提供を希望する方は、申込時にご相談ください。

産地研究室 0233- 22-2201

 ≪第２回≫

【日時】平成２２年２月２日（火） 1３:３０～1５:３０

【会場】山形県最上総合支庁５階 講堂

【内容】（１）そばメニュー開発の事例発表、試食

     （２）食品関係の営業許可について

     （３）ＪＡＳ法について

     （４）最上産そばメニューの商品化について

農村計画課 0233-29-1340

生まれ変わる朴山（ほおやま）に注目！

最上地域活性化に向けた事業を応援します

貴重な地域資源を活かした仕事をしてみませんか？

・金山町裸神輿実行委

員会

【七日町裸みこし】

・「背坂峠・満沢鉱山跡
地」整備保存会
【地域の宝「背坂峠」「満
沢鉱山跡地」整備事業】

・大蔵村商工会女性部

【地元素材を生かしたお

土産品販路拡大事業】

・青年ボランティア「ヤング

サーモンズ」

【最上地域青年交流事業】

・ママ・ナビ編集委員会
【新庄・最上の子育て情
報誌「ママ・ナビ別冊 サ
ブ・ナビ（仮）の発行】

■問合せ・申込み先 山形県最上総合支庁農業振興課
                    電話0233-29-1316
 
■主催 最上地域雇用創造推進協議会
          （事務局：新庄市役所内）
ホームページ http://www.mogami-koyou.com

最上地域雇用創造
推進事業
［人材育成メニュー］

サマーティアラをご存知ですか？

産地研究室にて

「ここが昔”馬洗い場”だったんだ～」
「おや・おや・・・何かいるぞ！」

http://www.mogami-koyou.com


10月7日（水）、舟形町長沢小学校において、小学生と祖父母を含む保
護者が一緒に交通ルールを学ぶ「世代間交流交通安全教室」が開催さ
れました。
学校周辺道路の標識や危険箇所を確認しながら歩いたり、衝突時の衝
撃を体験できる゛シートベルトコンビンサー゛に乗って、シートベルトの着用
効果を体験しました。小学生から高齢者まで、世代間の相互理解を深め
ながら、交通ルールについて一緒に学びました。

地域支援課  0233-29-1244

一緒に交通ルールを学びました

新型インフルエンザワクチン接種について

誓いのことば

「赤信号では、ぜったい渡りません！」

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

妊 婦

  医療従事者

 基礎疾患（最優先）

  基礎疾患（その他）

  幼児（１歳～就学前）

  １歳未満児の保護者

  小学校４～６年生

  中学校、高校生、高齢者

  小学校１～３年生

基礎疾患を有する小児（１歳～小３年生）

接
種
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

✤ 接種スケジュールについて

  新型インフルエンザワクチンは、当面、提供できる量に限りがあるため、優先的に接種していただきた

 い方々と接種時期の標準的なスケジュールが決められています。（図-1参照）

✤ 接種場所について

  接種を行っていない医療機関もありますので、県ホームページをご覧いただくか、保健所 （０２３３-２９

  -１２６８ ）もしくは市町村相談窓口へお問い合わ

食品トレー分別方法についての説明環境課 0233-29-1287

10月10日（土）～11日（日）の2日間にわたり、最上広域交流センター

「ゆめりあ」を会場に「もがみ環境フェア」を開催しました。フェアでは、

山形県リサイクル認証システム、最上地域のリサイクル認定商品をパ

ネルや展示により紹介しました。

また、10日（土）は、たんぽぽ作業所による食品トレーの分別方法に

ついての説明と、女流講談師神田紫氏の「もったいない善兵衛」の講

演により３Ｒの啓発を行いました。

～ もがみ環境フェアを開催 ～
３Ｒとは、リデュース（減らす）・リユース（再使用）・リサイクル（再資源化)

３Ｒについて考えました

 せください。また、実際に接種を受ける時には、医

 療機関にて証明書などの書類の提示が必要とな

 りますので、併せてご確認ください。

✤ 接種費用について

 接種費用は、１回目＝3，600円、２回目＝2，550円

（１回目と同一医療機関で接種の場合）となります。

 なお、所得の少ない世帯に対して、費用負担の軽

  減を実施します。 （１０月30日県資料）図－１

源治の里の森を未来に

～ 「最上地域森の感謝祭」を
        開催しました ～

１０月３１日（土）、豊かで美しい森林を未来に引き継ぐ「県民参加の森づ

くり」を推進するため、戸沢村野口の「ぽんぽ館広場」において、約２００名

が参加し平成２１年度最上地域森の感謝祭「源治の里の地域づくり」を開

催しました。

式典では、「最上地域森林・林業功労者」として、野口地区会（戸沢村）と

戸沢村神田集落資源保全隊を表彰しました。記念植樹としてオオヤマザク

ラを植樹したあと、平安時代の館跡とされる源治館散策や施肥作業、木製

のプランターや巣箱の作製にさわやかな汗を流しました。チェンソーアート

も披露され、出来上がった作品のすばらしさにみんな感激していました。

森林整備課 0233-29-1348

チエンソーアーティスト＆

      緑の少年団のみなさん



岩手･宮城内陸地震

農業技術普及課 0233-29-1328

 最上地域における現在の行政課題や施策について、

幅広い調査・審議あるいは提言を通じ、今後の事業・

施策への展開を図るため、今年度２回目の最上地域

議員協議会が開催されます。

お知らせ  Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

  本通信は、最上総合支庁が毎月発行する「最上総合支庁だより」です。最上総合支庁1階ロビーに常備しています。
  山形県庁ホームページ（最上総合支庁http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo）からもご覧いただけます。

                                                                          発行日 ： 平成２１年１１月１日
                                                                          発行元 ： 山形県最上総合支庁 総務課 総務係
                                                                                    電話 0233(29)1360   Fax 0233(23)2605

詳しくは、各市町村にお問合せください。

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

皆様からのご意見、ご感想をお待ちしております。

知事が市町村を訪れ、地域の課題等について直接県民と

意見交換を行い、県政への理解と協力を得るとともに、県

民の声を生かした県政を推進することを目的に、「知事と語

ろう市町村ミーティング」が開催されます。

総務課 0233-29-1205

■日     時 平成21年11月14日（土） 午前9時20分～
■体験場所  （１）谷口がっこそば （金山町）
          （２）奥山農園 （新庄市）
■参 加 費 ３，２００円（小学生以下３，０００円）
■募集定員 ２０名
■交通手段 マイクロバス利用
■主     催 もがみ農村体験ネットワーク
■申し込み・問い合せ先
                    商工観光振興室  0233-29-1311

■日 時  平成２１年１１月１１日（水）  午前１０時～

■場 所  最上広域交流センター「ゆめりあ」

■内 容  展示：米粉を使った料理 （10:00～）

       体験：じゃばら大根

       実演：米粉ピザ、米粉のりんごタルト （10:30～）

       試食：なめこ汁、新品種「つや姫」の試食（11:30～)

■参加者 一般消費者（参加費無料）

■主 催  農村生活研究グループ最上地方連絡協議会

■日     時   １１月１３日（金）１４：００～１６：００
■開催市町村   鮭 川 村
■開 催 場 所   鮭川村農村交流センター

■日時 平成21年11月22日（日） 13：30～
■場所 新庄市民プラザ 小ホール
■内容 ・ 基調講演「在来作物がなぜ売れるのか（仮題）」
         ｵｲｼｯｸｽ（株）商品本部調達ｾｸｼｮﾝﾏﾈｰｼﾞｬｰ
                          阪下 利久 氏

       ・ 料理コンテスト結果発表
             ・ 最上伝承野菜を使った料理等の展示、試食

寒くなると、暖房器具の使用が始まります。
ホームタンクからの給油中に、その場を離れてし
まい、灯油をあふれさせる事故が多く目立ちま
す。給油時は目を離さないようにしましょう。
油を流出させてしまった、または油の流出を見
つけたときは、市町村または総合支庁に通報し
てください。

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

■日  時  平成２１年１１月１７日（火）午後１時

■場  所  最上総合支庁 ５階 講堂

■出席者  委員（地元選出県議会議員）

        最上総合支庁長、各部長、医療監、各課長等

■その他  協議会は公開で開催されます。

        県民の方の傍聴は、当日会場で受け付けます。

環境課 0233-29-1287

■日 時 平成21年11月 4日(水)～ 5日(木)9時30分～17時

          平成21年12月16日(水)～17日(木)9時30分～17時

■場 所 郷野目ストア中央店 駐車場（新庄市鉄砲町）

■内 容 （１）農産加工品の販売と紹介

     （２）農産加工品の試食とアンケート

■主な販売品目 農産加工品（漬物、くじら餅、大福、

              しそ巻き、米加工品等）

■主 催  最上！農産加工研究会

■日     時   １１月３０日（月）１４：００～１６：００
■開催市町村   舟 形 町
■開 催 場 所   舟形町中央公民館

総務課 0233-29-1360

■申込期限  平成21年11月10日（火）

■申込・問合先 農村計画課 TEL 0233-29-1341

農業技術普及課 0233-29-1329

最上総合支庁では、多重債務問題にお困りの方が弁
護士や司法書士から助言を受けられる「多重債務者無料
相談会」を開催します。
 相談を御希望の方は、事前に電話で御予約ください。
  ○開催日  平成２１年１１月１２日（木）
  ○相談時間 お一人40分（10時～15時の間）
  ○予約・問い合せ先 総務課 0233-29-1209
（相談会に関するHPアドレス）
http://www.pref.yamagata.jp/ou/somu/021006/consul.html

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo
http://www.pref.yamagata.jp/ou/somu/021006/consul.html

